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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第１四半期連結
累計期間

第44期
第１四半期連結
累計期間

第43期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高（千円） 3,624,656 3,568,689 14,099,882

経常利益（千円） 267,667 246,635 879,628

四半期（当期）純利益（千円） 146,653 133,083 351,631

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△2,511 52,433 45,752

純資産額（千円） 6,914,882 6,813,046 6,961,913

総資産額（千円） 8,426,429 8,441,707 8,461,615

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
10.93 9.92 26.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
10.93 － 26.20

自己資本比率（％） 82.1 80.7 82.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第43期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．第44期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析　

当第１四半期連結累計期間において当社グループは、以下のような施策を実行しました。

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものであります。　

①国内部門

Ａ．組織

国内事業部門を受け持つダイオーズサービシーズの当第１四半期における組織は、中期目標である事業単

位での営業体制の確立を目的に、従前のエリア単位を重視した５営業本部体制から、４営業本部体制に再編

し、開発生産本部、管理本部を加えた６本部と「経営企画室」を加えた７部門体制で臨みました。営業本部の

再編目的は、異なる事業の一括管理システムによって複雑化されたオペレーションを見直し、シンプル化を

図る事で経営効率の最大化を図る事にあります。また、今期の課題であります、サービス業の原点とも言える

「年中無休の365日営業体制」の確立については「経営企画室」が中心となり準備を進め、東京23区におい

ては第２四半期半ばにはスタートできる見込みとなりました。これにより顧客ニーズに対する迅速性を高

め、更なる「顧客満足度」向上に努めてまいります。

Ｂ．営業

新規顧客の開拓については、従来の営業体制を見直し、管轄する支店内に扱う商品毎の専門セールスチー

ムを配置し、顧客の求める価値に対してスピーディーに対応できる体制を整えました。専門性を高めた事に

よる早速の効果としては、当期に実施した「拡販キャンペーン」において「飲料部門」、「環境部門」共に

目標数値を上回る成果を収める事ができました。又、東日本大震災で被災した東北３店の立ち上がりが予想

以上に早く、その他の拠点についても堅調な営業成果を収める事ができ、取扱商品の中では特に「水の需要

の高まり」から契約顧客数が順調に増加しており、既存顧客の消費量も前年同期と比較して増加しておりま

す。

②米国部門

Ａ．組織

当第１四半期では、前期に引き続き可能な限り人員を増やさずに生産性を高めるための各政策を実施して

おります。このため、特に大きな組織変更は行っておりません。

Ｂ．営業

2007年後半より米国の景気は停滞期に入っていましたが、昨年より景気が底打ちをした状態となり、弱含

みながらも緩やかな回復傾向にあります。当社におきましては、特に進出してまだ数年のテキサスやコロラ

ドなど成長過程にある拠点などで販売数量が堅調に増加しております。その一方、商品相場高騰の影響で当

社の主力商品であるコーヒーの原価も非常に大きく上昇しております。しかしながら、現時点では原価上昇

分は販売価格に転嫁できております。結果として、当第１四半期の総売上高は前年同期比108.6%（ドルベー

ス）となりましたが、売上原価も上昇しているため、売上総利益としては前年同期比105.8%（ドルベース）

となっております。

一方で、経費面では拠点毎に利益を最大化できる「あるべき売上規模」を設定し、その規模に到達するよ

うに売上管理をする「モデル経営」を戦略的に導入いたしました。その結果、対前年比で売上や売上総利益

は上昇した一方で、人件費総額は前年同期比96.2%（ドルベース）と逆に減少をしており、経営の効率化に向

けて順調な改善が進んでおります。

その結果、営業利益としては前年同期比363.3％（ドルベース）と大幅増加し、増収増益路線に復帰いたし

ました。
　

　これらの結果、ドルベースでは前年同期比を上回ったものの、円高の影響により、当第１四半期連結累計期間の

売上高は35億68百万円（前年同期比1.5％減）となりました。

売上総利益は20億68百万円（前年同期比3.5％減）、営業利益は２億37百万円（前年同期比0.9％減）、経常利

益は２億46百万円（前年同期比7.9％減）、四半期純利益は１億33百万円（前年同期比9.3％減）となりました。

　　 

(2）財政状態の分析
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当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて19百万円減少の84億41百万円とな

りました。主な要因は、「現金及び預金」が１億17百万円、「商品及び製品」49百万円、「建物及び構築物」が44

百万円、「機械装置及び運搬具」が42百万円増加した一方、「のれん」が１億19百万円、「建設仮勘定」が１億８

百万円、「繰延税金資産」（流動資産）が41百万円減少したこと等によるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて１億28百万円増加の16億28百万円となりました。主な要因としては、「短期

借入金」が98百万円増加した一方、「賞与引当金」が44百万円減少したこと等によるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べて１億48百万円減少の68億13百万円となりました。主な要因としては、「為

替換算調整勘定」が80百万円、「利益剰余金」が68百万円減少したこと等によるものです。 

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5）主要な設備の状況

前連結会計年度末において、連結子会社㈱ダイオーズサービシーズで計画中でありました、福島県いわき市の

マット、モップの洗濯設備については、平成23年４月に新設されました。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 38,640,000

計 38,640,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,439,142 13,439,142
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株　

計 13,439,142 13,439,142 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

　平成23年４月１日～

　平成23年６月30日
－ 13,439,142 － 1,051,135 － 1,119,484

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。
　
①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等）

　（自己保有株式）

　普通株式

19,100

－ －　

完全議決権株式（その他）
　普通株式

13,419,000
134,190 －

単元未満株式
　普通株式

1,042
－ －

発行済株式総数 13,439,142 － －

総株主の議決権 － 134,190 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が700株（議決権７個）含まれて

おります。
 
②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

　株式会社ダイオーズ

　東京都港区浜松町

　二丁目４番１号
19,100 － 19,100 0.14

計 － 19,100 － 19,100 0.14

　（注）このほか、単元未満株式が52株あります。

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、取締役及び監査役の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、霞が関監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,119,175 2,236,461

売掛金 1,278,659 1,259,891

リース投資資産 240,940 251,935

商品及び製品 439,590 488,893

仕掛品 4,496 2,726

原材料及び貯蔵品 63,865 64,485

繰延税金資産 215,455 173,537

その他 167,482 172,387

貸倒引当金 △59,504 △50,074

流動資産合計 4,470,160 4,600,243

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 660,312 704,815

機械装置及び運搬具（純額） 206,203 249,195

工具、器具及び備品（純額） 474,424 454,528

土地 744,249 742,555

建設仮勘定 108,780 326

有形固定資産合計 2,193,970 2,151,420

無形固定資産

のれん 851,166 731,210

その他 162,870 182,025

無形固定資産合計 1,014,036 913,236

投資その他の資産

投資有価証券 205,117 198,313

レンタル資産 203,721 196,378

繰延税金資産 213,744 221,174

その他 185,331 185,406

投資損失引当金 △24,467 △24,467

投資その他の資産合計 783,448 776,806

固定資産合計 3,991,455 3,841,464

資産合計 8,461,615 8,441,707
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 353,122 346,088

短期借入金 ※
 212,362

※
 310,547

未払法人税等 69,299 52,137

未払費用 266,769 256,002

賞与引当金 99,847 55,388

その他 412,500 523,817

流動負債合計 1,413,901 1,543,982

固定負債

繰延税金負債 38,194 37,063

資産除去債務 29,378 29,523

その他 18,226 18,091

固定負債合計 85,800 84,677

負債合計 1,499,701 1,628,660

純資産の部

株主資本

資本金 1,051,135 1,051,135

資本剰余金 1,119,484 1,119,484

利益剰余金 5,594,455 5,526,239

自己株式 △7,937 △7,937

株主資本合計 7,757,136 7,688,921

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,776 2,768

為替換算調整勘定 △797,999 △878,642

その他の包括利益累計額合計 △795,223 △875,874

純資産合計 6,961,913 6,813,046

負債純資産合計 8,461,615 8,441,707
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 3,624,656 3,568,689

売上原価 1,481,877 1,500,584

売上総利益 2,142,778 2,068,105

販売費及び一般管理費 1,903,163 1,830,637

営業利益 239,614 237,468

営業外収益

受取利息 16 298

受取配当金 290 256

仕入割引 5,028 4,790

持分法による投資利益 22,252 2,079

その他 2,206 4,441

営業外収益合計 29,794 11,866

営業外費用

支払利息 883 554

為替差損 858 2,145

その他 0 －

営業外費用合計 1,741 2,699

経常利益 267,667 246,635

特別利益

固定資産売却益 1,196 343

賞与引当金戻入額 2,935 －

特別利益合計 4,131 343

特別損失

固定資産売却損 330 －

固定資産除却損 14 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 8,984 －

特別損失合計 9,328 －

税金等調整前四半期純利益 262,470 246,978

法人税、住民税及び事業税 90,541 90,495

法人税等調整額 25,275 23,398

法人税等合計 115,817 113,894

少数株主損益調整前四半期純利益 146,653 133,083

四半期純利益 146,653 133,083
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 146,653 133,083

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △559 △7

為替換算調整勘定 △143,866 △76,530

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,737 △4,112

その他の包括利益合計 △149,164 △80,650

四半期包括利益 △2,511 52,433

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,511 52,433

少数株主に係る四半期包括利益 － －

EDINET提出書類

株式会社ダイオーズ(E04967)

四半期報告書

11/17



【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

※　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調

達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しており

ます。これら契約に基づく当連結会計年度末の借入未

実行残高は次のとおりであります。　

※　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調

達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しており

ます。これら契約に基づく当連結会計期間末の借入未

実行残高は次のとおりであります。　

当座貸越極度額の総額  2,431,500千円

借入実行残高 212,362千円

差引額 2,219,137千円

　

当座貸越極度額の総額 2,407,300千円

借入実行残高 310,547千円

差引額 2,096,752千円

　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 101,801千円 110,565千円

のれんの償却額 122,952千円 121,051千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月14日

取締役会
普通株式 201,301 15平成22年３月31日平成22年６月21日利益剰余金

　(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 201,299 15平成23年３月31日平成23年６月20日利益剰余金

　(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

　 　報告セグメント 調整額

（注１）　

四半期連結損益

計算書計上額

（注２）　 日本 米国 計

　売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 2,037,084　 1,587,572　 3,624,656　 －　 3,624,656　

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高　
53,634　 －　 53,634　 △53,634　 －　

計 2,090,718　 1,587,572　 3,678,290　 △53,634　 3,624,656　

　セグメント利益 268,104　 25,143　 293,248　 △53,634　 239,614　

　（注）１　調整額は、セグメント間取引及び振替高の消去であります。

　　　　２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

　 　報告セグメント 調整額

（注１）　

四半期連結損益

計算書計上額

（注２）　 日本 米国 計

　売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 2,033,444　 1,535,245　 3,568,689　 －　 3,568,689　

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高　
48,612　 －　 48,612　 △48,612　 －　

計 2,082,056　 1,535,245　 3,617,301　 △48,612　 3,568,689　

　セグメント利益 204,722　 81,358　 286,080　 △48,612　 237,468　

　（注）１　調整額は、セグメント間取引及び振替高の消去であります。

　　　　２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりです。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 10円93銭 9円92銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 146,653 133,083

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 146,653 133,083

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,420 13,419

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 10円93銭 ──────

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － ──────

普通株式増加数（千株） 0 ──────

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

──────　 ──────

（注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成23年５月13日開催の取締役会において、前期の期末配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）期末配当金の総額・・・・・・・・・・・・総額201,299千円

（2）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・15円

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成23年６月20日　

（注）平成23年３月31日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月12日

株式会社ダイオーズ

取締役会　御中

霞が関監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森内　茂之　　　印

　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠藤　今朝夫　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイオー

ズの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイオーズ及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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